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 4 月より続いている川奈崎沖の群発地震は 5 月中旬まで活発であった。5～7 月の主な活動を以下

にしめす。（第 1図） 

ａ）伊豆半島東方沖の地震（第 2図） 

１．4 月 20 日より始まった川奈崎沖の群発地震が続いている。4 月 20 日の震源は 7～10km にあ

ったが，その後しだいに浅くなり，21日の 17時頃より東に移動し，一気に浅くなり，3～4km の

深さとなった。 

２．4月 21日頃に浅くなった震源はその後，活発な時とやや静かな時を持ち，震源の深さの移動

を繰り返している。震源が浅くなる時に，群発地震域の北側から富戸沖にまで南北に約 15km震

源域が拡がった。この現象は 4月 26日から 27日にかけての活動と 5月 3日から 4日の活動に

見られ，この時に最も大きなＭの地震が発生している。主な地震は 4月 26日 07h37m の M5.0

で深さ 5.3kmの地震，4月 26日 15h03mの M5.0で深さ 3.5kmの地震，5月 3 1日 1h9m のM5.2

で深さ 3.8kmの地震で，5月 3日の地震が最大地震であった。5月 10日の活動を最後に静穏化

している。 
３．メカニズム解はいずれも北西ー南東の圧縮軸を持つ横ずれ型である。 

ｂ）新島・神津島付近の地震（第 4図） 

１．式根島の西沖を中心とした活動があった.M4 クラスの地震が４個観測された。最大の地震は 6

月 25日 06h30mのM4.5で深さ 3.4kmの地震である。この地震は北北東―南南西伸張軸の正断

層である。また 6月 29 日 21h23mのM4.1で深さ 5.0kmの地震は東西伸張軸の正断層である。 

２．7月 30日 07時 32分にM4.0の地震（深さ 2.4km）が新島の南沖で発生した。  

ｃ）銭洲海嶺の地震 

新島・神津島の延長線上の銭洲海嶺でも主に 6月 16日に地震が群発している。6月中に観測さ

れた地震はM4クラスの地震 3個，M3クラスの地震 7個である。 

ｄ）第 3図に伊東沖の海底地震計の有無による震源分布の違いを示す。 

（荻野 泉，萩原弘子，酒井慎一） 
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第１図 伊豆半島とその周辺の地震活動（1998/5～1998/7） 

Fig.1 Seismicity in and around the Izu Peninsula（1998/5-1998/7）． 
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第１図 つづき 

Fig.1 (Continued) 
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第１図 つづき a) 時空間分布図 b) 主な地震とメカニズム解 

Fig.1 (Continued) a)  Time-Space distribution. b)  Focal mechanism of major events. 
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第２図 伊豆半島東方沖の地震活動（1998/4/20～1998/7/31）。 a) 震源分布図 b)時空間分布図 

Fig.２ Seismicity off the east coast of the Izu peninsula (1998/4/20～1998/7/31)． 

a)  Hypocenter distribution. b)  Time-Space distribution. 
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第 3図 伊東沖海底地震計の有無による震源分布図の違い 

Fig.3 Difference in the hypocenter distributions due to the existence of Ito submarine seismograph. 
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第 4図 新島・神津島付近の震源分布図（1998/5～1998/7）。 a) 震源分布図 b) 時空間分布図 

Fig.4 Hypocenter distribution in and around the Niijima and the Kouzushima Island.（1998/5-1998/7）． 

a)  Hypocenter distribution. b)  Time-Space distribution. 
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